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【要約１】方向性、目標、行動計画、課題群の対応表 
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15

県民の生活排水対策

に向けた啓発・支援

及び事業場排水の適

正処理のための施策

の実施

県民の生活排水対策に向けた啓発・支援及び事業場排水の適正処理のた

めの施策を実施し、県民の水環境保全に関する意識向上を図り、河川等

の水質の維持・向上をめざします。

16
「とくしま生活排水

処理構想2022」の推

進

「とくしま生活排水処理構想2022」に基づき汚水処理施設の整備促進を

図ることで、河川等の水質の維持・向上をめざします。

17
公共用水域等の水質

測定調査の実施

国、県、市町村と共同で、公共用水域及び地下水の水質測定を実施し、

県民の水質への意識付けを図り、水質の維持・改善をめざします。

18
環境への負荷の少な

い「持続性の高い農

業」の推進

環境に配慮した持続性の高い生産方法で栽培される「エシカル農産物」

の生産拡大を図るため、化学肥料・化学農薬の使用低減や土づくりに係

る技術の開発・普及を推進します。

19

「徳島県脱炭素社会

の実現に向けた気候

変動対策推進条例」

の推進

県民や事業者とともに脱炭素社会への動きを加速化することで、温暖化

による自然への負荷を減らします。あわせて、気候変動に適応する社会

の構築に努めます。

20
官民協働による侵略

的外来種の発見と駆

除活動の推進

「徳島県版生態系影響外来種リスト」を周知するとともに、外来生物に

関する生息状況を把握し，県民へ広く情報提供することで，防除対策に

努めます。

また、「国、市町村、県民、事業者等」と連携した駆除活動を行うため

のプラットフォームを構築するとともに、地域主体の駆除活動の支援を

行います。

21
農林水産物への鳥獣

被害防止対策の推進

市町村、猟友会、関係団体等で構成する「徳島県鳥獣被害防止セン

ター」において、「徳島県鳥獣被害防止対策基本方針」に基づき、鳥獣

被害の防止対策に取り組みます。また、水産業におけるカワウ被害防止

対策の推進に向け、関西広域連合や関係県と連携し、捕獲や防除手法の

検討等を行います。

22

徳島県特定鳥獣適正

管理計画」に基づく

野生鳥獣の適正管理

の推進

2022年に策定した適正管理計画に基づき、引き続きニホンジカ、イノシ

シ、ニホンザルの適正管理を推進し、県民の皆様に鳥獣被害の低減を実

感していただけるよう努めます。

方 向 性 持続可能な開発目標

(SDGｓ)との関連性 目標 番号 生物多様性戦略行動計画 課題群

３

化学物質や気候変

動による自然への

負荷を減らす

19，

26，

40，

41，

42，

46，

47，

48，

４

外来生物の侵入や

野生鳥獣の増加に

よる生態系の劣化

を阻止する

13，

38，

39，

43，

44，

45，

51，

74，

Ⅱ

生物多様性の損失

や生態系の劣化を

阻止する
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23
「徳島県希少野生生

物の保護及び継承に

関する条例」の推進

希少野生生物保護検討委員会を継続的に開催し、指定希少野生生物や希

少野生生物保護区の追加指定及び管理方針に関する研究や検討を進めま

す。

24
徳島県版レッドリス

トの改定

希少野生生物保護検討委員会において、徳島県版レッドリストの見直し

に向けた調査・検討を進め、分類群毎に順次改定を行います。また、徳

島県版レッドリストについて、県民への周知に努めて適切な保護につな

げます。

25

希少野生生物の生息

区域外での保全に係

るモデル的取り組み

の実施

オヤニラミのように、生息区域の環境悪化のため絶滅の危険性が高い希

少野生生物を生息区域外で保全し、生息地の環境改善が図られた後、本

来の生息地に戻すような取り組みの効果を実証し、推進していきます。

26
コウノトリの見守り

や保護等の実施

市民団体、関係団体及び動物園等と協働で、コウノトリの見守活動を実

施するとともに、負傷個体発生時には、一時保護施設において保護・治

療・治療後の飼養を行います。

27
ニホンカモシカ調査

の実施

国の特別天然記念物であるニホンカモシカの生息調査を文化庁の指導を

受けながら継続的に行っていきます。

28
ツキノワグマの生息

調査の実施及び保

護・増殖対策の検討

県内外の研究機関やNPO法人等と連携し、ツキノワグマの分布範囲など

の生態調査を継続するとともに、条例による希少野生生物への指定など

保護・増殖対策について検討します。

29
剣山周辺の良好な生

態系の保全と再生

剣山地域ニホンジカ被害対策協議会と協働で防護柵設置等の施設管理を

継続し、剣山国定公園内での希少野生植物へのニホンジカの食害対策を

推進します。また、国やＮＰＯ法人等との協働で樹木ガードを設置し、

植生の保護に努めます。

30
四国山系のコリドー

ネットワークづくり

の検討

国・県指定鳥獣保護区、緑の回廊に加えて、指定猟法禁止区域の指定に

より、希少な野生動物の生育・生息地の保護に努めます。

31
自然公園地域のモニ

タリング調査や保護

活動の推進

公園監視団体（NPO法人）と連携して、自然公園監視員による監視・指

導を行い、違法行為や自然災害の早期発見に努めて、自然公園地域の環

境保全を図ります。

32 海洋保護区の検討
国が策定した海洋生物多様性保全戦略の視点に立ち、海洋保護区の設定

について研究・検討を行います。

33
「徳島県の活かした

い生態系リスト」の

活用

2022年１月に策定した「徳島県の活かしたい生態系リスト」を自然保護

の普及啓発や開発行為の適地・不適地選定等に活用し、県内の生態系保

全に努めます。

34
剣山頂上部の植生の

保護と再生

剣山頂上付近の植生を登山客による踏みつけから守るため木道の維持管

理を行うとともに、ＮＰＯ法人等との協働で踏みつけ等により劣化した

植生の再生を図り、継続的にモニタリングしていきます。

35
ビオトープ・ネット

ワークの強化

剣山系を中心に、良好な生態系が残された核となる地域を保護区とし、

その周辺に良好な生態系を復元・創出することでその面積を拡大し、ビ

オトープ・ネットワークを強化していけるよう検討します。

36
高丸山千年の森づく

りをモデルとした自

然再生型植栽の推進

森林を皆伐する時に高木性の広葉樹をできるだけ残し、天然下種更新を

図るとともに、地元産の種子を育苗した植栽を推進します。

37

「健全で豊かな森

林」をつくるための

造林や間伐の実施、

針広混交林等への誘

導

みなみから届ける環づくり会議と連携し、地元、那賀町内の学校を対象

とした環境教育を継続し、ヤマザクラ・コナラなどの在来植生の森林整

備を推進します。

2014年から実施しており、2023年の補植で最終年となるが、苗木の保

育が必要となるので、学校全体で環境教育を続けていきます。

方 向 性 持続可能な開発目標

(SDGｓ)との関連性 目標 番号 生物多様性戦略行動計画 課題群

Ⅲ

良好な生態系の保

全と劣化した生態

系の回復を推進す

る

５

野生生物を守り、

コアとなる生態系

を保護・保全する

15，

30，

31，

46，

47，

49，

51，

53，

54，

55，

56，

57，

58，

59，

60，

61，

62，

63，

68，
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38

森林生態系多様性基

礎調査を活用した地

域森林計画による森

林保全

流域毎に地域森林計画を策定する際、森林生態系多様性基礎調査データ

を活用し、鳥獣害防止森林区域を設定するなど地域的な特性に応じた森

林整備と保全の目標を策定します。

39
間伐等による健全な

森林の整備

間伐や針広混交林・複層林への誘導、広葉樹林の整備を推進し、健全な

森林の面積を増加させます。

40
耕作放棄地の再生・

有効活用

耕作放棄地の解消を支援し、農地の有効活用による生産性の向上及び農

業景観の保全につなげます。

41
魚道整備・修繕、ス

リット式ダム整備の

検討・推進

魚類等の移動がダムや堰等で阻害されている河川等については、魚道の

設置やスリット式ダムの整備を検討し、魚類等が生息しやすい河川に修

復するよう努めます。

42
干潟・藻場の保全実

現に向けた推進

「徳島県公共事業環境配慮指針」に基づき環境への影響を回避し、低減

することを優先します。また、影響回避が困難な場合は、開発行為によ

り失われた干潟や藻場の代償措置を推進します。加えて水産資源の増大

と水質環境の改善を図るため、藻場造成事業の推進に努めます。

43
森林資源の積極的な

活用を図る林業施策

の推進

「徳島県豊かな森林を守る条例」や「徳島県県産材利用促進条例」に基

づき、森林の適正な管理や木材生産、県民による県産材の積極的な利用

を促進します。

44 県産材利用の推進
豊富な森林資源の循環利用を進め、持続可能な森林・林業に繋げるた

め、木材の価値を高める県産材の利用を推進します。

45
適正な養殖漁場の環

境管理の推進

「持続的養殖生産確保法」に基づく「漁場改善計画」の策定を促すとと

もに、「徳島県魚類養殖指導方針」に基づく養殖漁場の環境保全に努め

るよう指導を行います。

46
適切な水産資源管理

の推進

「漁業法」に基づき策定した「資源管理方針」に則り、適切な水産資源

の管理を実施し、資源の持続的な利用を確保します。

47
「自然共生サイト」

の認定に向けた申請

等支援

世界共通の目標として掲げられている「30by30」を達成するため、「民

間等の取組によって生物多様性の保全が図られている区域」を環境省が

認定する制度が2023年4月から開始されています。県内の「民間等によ

る生物多様性保全の取組の促進」及び「保護区域以外の生物多様性の保

全・管理が図られている区域の拡大」のため、「自然共生サイト」認定

に向けた候補地の検討や申請等の支援を行います。

方 向 性 持続可能な開発目標

(SDGｓ)との関連性 目標 番号 生物多様性戦略行動計画 課題群

Ⅲ

良好な生態系の保

全と劣化した生態

系の回復を推進す

る

6

劣化した生態系の

質を向上させて

ネットワーク化

し、保護される面

積を拡大する

20，

21，

22，

23，

24，

25，

26，

27，

28，

29，

32，

33，

34，

35，

36，

37，

38，

39，

46，

50，

52，
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48

「徳島県治水及び利

水等流域における水

管理条例」の推進

（流域治水）

地域の特性を活かし、市町村や地域住民などが参画した対策を進める

「流域水管理行動計画」を策定し、施策展開を推進します。

49
農山漁村地域におけ

る強靱化対策の推進

流域治水に資するため池の活用及び田んぼダムの導入促進などの防災・

減災対策により、農山漁村地域の強靱化に取り組みます。

50
生態系の防災・減災

のためのグリーンイ

ンフラとしての活用

国、県各部局、大学・研究機関等と連携し、生態系を、防災・減災のた

めのグリーンインフラとして活用していくことの必要性や重要性につい

て啓発していくとともに、それを実践するための方法について調査・検

討などの必要な支援を行います。

51
森林が持つ水源かん

養機能の維持・向上

森林が持つ水源かん養機能の維持・向上を図るため、公有林化や公的管

理、水源かん養保安林の拡大など、水源林の適切な保全・管理を推進し

ます。

52 自然公園の魅力向上

自然公園での風景地の保護とその適正な利用が図られるように施設の修

繕や維持管理を行うとともに、利用者の安全・安心の確保や、観光地と

しての魅力向上のため、「施設のバリアフリー化」、「ユニバーサルデ

ザインを取り入れた設備の設置」及び「案内板の多言語対応」などにつ

いて検討し、推進します。

53
エコツーリズムの推

進

古来から引き継がれた徳島ならではの自然、歴史、伝統、文化、環境を

最大限に活用するとともに、これらの地域資源に対する負担を最小限に

するべく管理されたツアーの促進を図るエコツーリズムを推進します。

また、関西広域連合の生物多様性担当者会議に参画し、「関西の活かし

たい自然エリア」におけるエコツアーを活用するための検討を行いま

す。

54
グリーンツーリズ

ム、ブルーツーリズ

ム等の推進

遍路道等の豊かな自然の中でのウォーキングと健康食を提供するヘルス

ツーリズムや農林漁業体験や田舎での宿泊などを通じて、自然、地域の

人々との交流を深めるグリーンツーリズム、ブルーツーリズムを推進し

ます。

55
サステナブルツーリ

ズムの推進

世界に誇る「阿波おどり」や「鳴門の渦潮」、「祖谷のかずら橋」な

ど、本県ならではの文化・自然を活かした「サステナブルツーリズム」

の推進のため、観光コンテンツの造成支援や国・県・市町村の取組の情

報提供を行います。

方 向 性 持続可能な開発目標

(SDGｓ)との関連性 目標 番号 生物多様性戦略行動計画 課題群

７

生態系を活用した

防災・減災

（Eco-DRR）を

推進する

23，

24，

25，

27，

28，

29，

55，

67，

75，

８

自然を活用した地

域づくりを推進す

る

64，

65，

66，

67，

68，

69，

Ⅳ

自然を活用して社

会課題解決を推進

する
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56

「徳島県公共事業環

境配慮指針」、「徳

島県田園環境配慮マ

ニュアル」等に基づ

く自然環境に配慮し

た公共事業の推進

生態系の改変を伴う公共事業については、「徳島県公共事業環境配慮指

針」、「徳島県田園環境配慮マニュアル」等に基づき、自然環境への配

慮した工事を行っています。今後も、自然環境に配慮して公共事業を進

めるとともに、委員会等での意見交換を行います。

57
土地利用と良好な生

態系の保全との両立

再生可能エネルギーの利用など、各種事業の実施に伴う土地利用と生態

系・生物多様性の保全との間での両立を図るための調整が必要となるこ

とがあります。このため、事業者には各種法令に基づく手続きの着実な

実施を求めるとともに、県としては生物多様性や生態系の保全の側面か

らの配慮のあり方について検討していきます。

58

とくしま生物多様性

推進協議会の機能強

化と協働の仕組みづ

くり検討・推進

とくしま生物多様性推進協議会におけるマネジメント機能強化、取組項

目の明確化、市民団体ネットワークの活用など協働の仕組みについて検

討し、推進します。

59

生物多様性や生態系

の保全に配慮した農

産物の流通拡大の仕

組みづくりの検討・

推進

生物多様性や生態系の保全に配慮した農産物の流通拡大等の仕組みづく

りについて、検討し、推進します。

60
エシカル農産物認証

制度の推進

環境に配慮した持続性の高い生産方法で栽培される「エシカル農産物」

の生産拡大を図るため、生産者に対する技術的な指導に加え、消費者や

実需者に対する認証農産物の理解促進を行い、GAP認証、みどり認定制

度及び有機JAS認証の取得を推進します。

62
外部資金による生物

多様性や生態系保全

活動の推進

とくしま生物多様性推進協議会と連携し、民間団体が外部資金を導入し

て行う、生物多様性や生態系の保全に向けた活動を促進するための仕組

みを検討します。

方 向 性 持続可能な開発目標

(SDGｓ)との関連性 目標 番号 生物多様性戦略行動計画 課題群

９

保全活動促進の

ための仕組みと

制度を整え、

活用する

10

継続的な保全活動

のための資金調達

の仕組みをつくる

61
森林の二酸化炭素吸

収量を活かした排出

量取引制度の推進

森林整備等を推進するために、Ｊ－クレジット制度を活用できる仕組み

を構築します。

Ⅴ

生物多様性や生態

系を守り、持続的

に活用する仕組み

をつくる

31，

40，

41，

50，

65，

69，

70，

71，

72，

73，

74，

75，

76，

77，

78，

79，

80，

81，

82，

83，
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「生物多様性とくしま戦略」の策定・改定の体制 

 

 

2022 年度～2023 年度徳島県生物多様性地域戦略検討小委員会委員 

 
 

  
   委員氏名     所   属 

  天田 香   徳島県素材生産流通協動組合 

大田直友  阿南工業高等専門学校 

大原賢二 
 徳島県立佐那河内いきものふれあいの里 

 ネイチャーセンター 

鎌田磨人*  徳島大学 （＊小委員会委員長） 

河口洋一  徳島大学 

佐藤征弥  徳島大学 

坂本真理子  あなん生物多様性研究所、and you 

田渕桂子 元（社）日本建築士会連合会女性委員 

泊 健一 徳島合同証券（株） 

冨峯康代  日本野鳥の会徳島支部 

橋本延子  女性林業研究グループ那賀川こまち 

林 紀子 徳島商工会議所女性会  

藤永知子  生物多様性とくしま会議 

山中亮一  徳島大学 

 
                                計 14名 
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2017 年度～2018 年度徳島県生物多様性地域戦略検討小委員会委員 

 
 

  
   委員氏名     所   属 

大田直友  阿南工業高等専門学校 

大原賢二 
 徳島県立佐那河内いきものふれあいの里 

 ネイチャーセンター 

鎌田磨人*  徳島大学 （＊小委員会委員長） 

河口洋一  徳島大学 

佐藤征弥  徳島大学 

澤田俊明  徳島大学客員教授 

田渕桂子  元（社）日本建築士会連合会女性委員 

中村秀美  徳島商工会議所女性会前会長 

橋本延子  女性林業研究グループ那賀川こまち 

藤永知子  生物多様性とくしま会議 

三宅 武  日本野鳥の会徳島支部 

山下恵理  徳島県森林組合連合会 

山中亮一  徳島大学 

 
                                計 13名 
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2011 年度～2012 年度徳島県生物多様性地域戦略検討小委員会委員 

 
 

  
   委員氏名     所   属 

 ○■鎌田磨人*  徳島大学（＊小委員会委員長） 

 ■ 上月康則  徳島大学 

 ■ 佐藤征弥  徳島大学 

 ■ 大田直友 阿南工業高等専門学校 

 ■ 河口洋一 徳島大学 

 ■ 山城 考 徳島大学 

 ■ 澤田俊明 徳島大学客員教授 

 ■ 青木 進  (財)日本生態系協会 

 ○ 田渕桂子 日本建築士会連合会女性委員 

 ○ 橋本延子  徳島県林業研究グループ連絡協議会 

 ○ 真野保子  徳島県商工会議所女性連合会会長 

 ○ 米田豊彦  徳島新聞社理事総務局長 

 ○ 綿谷春代  日本野鳥の会徳島県支部 

 ○ 藤永知子  生物多様性とくしま会議 

 ○ 唐渡義伯 徳島農業青年クラブ連絡協議会顧問 

 
                                    計 15 名   
  
            ○ 小委員会総合部会委員  ■ 小委員会専門部会委員 
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執筆協力者一覧（五十音順 敬称略） 

 

執 筆 者 所 属 備 考 

青木 進 (公財)日本生態系協会 1) 
市原 眞一※ 徳島県立佐那河内いきものふれあいの

里ネイチャーセンター 

1)   3） 

茨木 靖※ 徳島県立博物館 1)   3） 
大田 直友※ 阿南工業高等専門学校 1) 2) 3） 
大原 賢二※ 前徳島県立博物館 / 徳島県立佐那河

内いきものふれあいの里ネイチャーセ

ンター 

1)   3） 

小川 誠※ 徳島県立博物館 3） 
樫本 幸実 （特非）徳島保全生物学研究会 1) 
鎌田 磨人※ 徳島大学 1) 2) 3） 
河口 洋一※ 徳島大学 1)   3） 
岸村 憲作 （特非）徳島保全生物学研究会 1) 
木下 覺※ 徳島県植物研究会 1)   3） 
上月 康則 徳島大学 1) 
坂本 真理子 あなん生物多様性研究所、and you 3） 
佐藤 征弥 徳島大学 1)、2) 
佐藤 陽一 徳島県立博物館 1) 
澤田 俊明 徳島大学 1)、2) 
中野 宏一郎※ 日本野鳥の会徳島県支部 3） 
松田 春菜※ 四国大学 1)   3） 
三宅 武 日本野鳥の会徳島県支部     2) 
谷地森 秀二 （特非）四国自然史科学研究センター 1) 
山城 考 徳島大学 1) 
山田 孝樹※ （特非）四国自然史科学研究センター 3） 
山中 亮一 徳島大学     2) 3） 
吉田 和人 日本野鳥の会徳島県支部 1) 

   1) 2011 年度～2012 年度、2) 2017 年度〜2018 年度、3) 2022 年度〜2023 年度 

   ※2023 年度希少野生生物保護検討委員会委員 
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